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 大寒波の襲来で、登校時刻の変更等を行う状況になりましたが、皆様の御理解と御協力により、

子供たちが安全に生活を送ることができました。ありがとうございました。 

さて、２月３日の全校朝会講話の内容です。２月２日は節分でした。「節」は季節、「分」は分け
る。そして３日は立春。話は変わって…（竹を見せながら）、これは竹です。君たちが知っている
竹の特長は？固い、柔らかい、強い、釣り竿にも使われる…竹の強さを利用したいときは強く、柔
らかさを利用したいときは柔らかく、竹は用途に合わせてその特長が生活の中で使われてきました。
たいへん役立ってきました。その特長のことを「しなやかさ」と表現します。私たちも「しなやか
な心、しなやかな体」でありたいものです。それでは、竹がしなやかさをもつことができるのは、
なぜか？それは、節分とも関係があります。わかるかな？ 

 というところで、話を終えました。次回の講話のときに続きを話そうと思います。竹のしなやか

さの要因は「節」であると言われます。そして、日本人が大切にしてきた「節目」、子供たちにも「節

目」がいくつもあります。誰もが実感する春夏秋冬の季節、新年・進級という年の節目、３つの新学

期、卒業・入学…、さらに年齢を重ねれば多くの人生の節目をこれから経験していくことでしょう。

竹のように、しなやかに生きていくためには、たくさんの節目、節目を大切に丁寧に、感謝を忘れず

に迎えてほしいと願っています。 

 実は、このしなやかさの仕組について、「わかった人は校長に答えを言いに来てね。」と子供たち

に伝えています。この学校だよりを御家庭の方がお話していただければ、楽しい校長室での交流が

できるのではないかとわくわくしています。 

 

 

  

 １月２９日（水）には、次年度の田助小新入学保護者説明会を行いました。８名の子供たちが入学

予定です。幼保から小学校へのつなぎを確実にスムーズに行うための説明会に、保護者の方に御参

加いただきました。あわせて、２月２１日には、新入学予定児童と１年生との交流会も行われます。 

 そして、１月３０日（木）には、本校６年生が進学先の平戸中学校入学説明会に参加しました。４

月の節目に向けて、期待に胸を膨らませ、目を輝かせていた６年生の姿がありました。 
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 竹のしなやかさと節分のつながりとは？ 全校朝会の校長講話より 

 そして、その大切な節目を実りの多いものにするために… 
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＜学力向上を目指して＞ 

 これまで、学力向上・授業改善についての本

校の取組をお知らせしてまいりました。その成

果を検証する一つの材料に「平戸市学力調査

（12 月実施）」があります。学校全体の結果

としてはおおむね良好であると考えられます。

しかし学年や教科・内容ごとに課題も見られま

す。先日、担任より結果の個票が配付されたこ

とと思います。学校でも、課題点を整理し、学

び直すことを確認しました。御家庭でも、課題

ポイントについて、家庭読書の励ましや家庭学

習で取組むことなどをアドバイスいただければ

と思います。 

 


